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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

ニジマスの活動から魚の生態に興味を持ったり、休日に出かけた水族館や動物園の話をする

子がおり、生き物に興味を持つ姿があった。子どもたちの興味が広がっているので、実際に

水族館に行き、魚の泳いでいる姿やエサ、生きている場所などに深く追求していけるような、

経験が出来るようにテーマ設定を行った。

・海の生き物に関する視覚教材を用意する

・葛西臨海水族園へ行き海の生き物を観察する

・公共の場での約束事を子どもたちと話す

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

・生き物に関する視覚教材の用意、展示

・散歩へいく際の信号の渡り方や横断歩道のどこを歩くのかなど、事前に子どもたちと話し

合う時間を作る

〈準備物〉水分補充用のお茶・ラムネ・電車賃

生き物
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４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

・触れ合いコーナーに興味をもって触れる子が多くいることを想定し、危険な生物がいることを認識し

た上で、子どもたちが楽しんで触れることが出来るようにしておくとよい。魚の水槽をじっくりと観察

し、発見を喜んだり特徴に注目して発言したりと、終始楽しんでいた。

・視覚教材から得た情報を実際に水槽を眺める中で発見する姿も見られ、発見を喜んでいた。事前の知

識はあった方が、子どもはより興味を持てているように感じる。

・体験や経験した物事をより表現できる場を用意できると、より子どもたちの中で体験を消化できる機

会になるかもしれないと思う。

・葛西臨海水族園へ実際に行き、目で見て興味関心を広げる。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

・子どもたち自身は魚の水槽をじっくりと観察し、事前に海の生き物の図鑑で見ていた魚の

発見を喜んだり、色や形などの特徴に注目して「こっちの魚、しっぽ長い」「泳ぐのゆっくり

だね」といった声が上がったりと、興味津々な様子で眺めていたように感じる。

・生き物に触れるコーナーでは興味を持つ子や触ってみたいという子が体験を行った。園近

くで捕まえているフナムシについて説明してくれるスタッフの話を男の子が中心に聞いてお

り、疑問に思うことを積極的に聞いていた。


